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福
島
県
農
林
種
苗
農
業
協
同
組
合
の
業
務
運
営
に
あ
た
り
、
平
素
よ
り
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
九
月
に
本
県
で
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
「
第
六
回
全
苗
連
全
国
生

産
者
の
集
い
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
全
国
的
に
拡
大

し
て
い
る
こ
と
か
ら
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。
本
県
の
復
旧
、
復
興
の
現

状
等
を
全
国
に
発
信
で
き
る
絶
好
の
機
会
を
逃
し
た
こ
と
は
残
念
で
あ
り
ま
す
が
、
あ

ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
全
国
に
広
く
情
報
を
発
信
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
県
は
、
面
積
の
約
七
割
が
森
林
で
覆
わ
れ
た
緑
豊
か
な
県
土
で
す
。
な
か
で
も
、

こ
れ
ま
で
先
人
た
ち
の
努
力
に
よ
り
造
成
さ
れ
た
人
工
林
は
、
そ
の
多
く
が
利
用
可
能

と
な
っ
て
お
り
、
伐
採
及
び
間
伐
等
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
国
有
林
に
お
い
て
は
、
コ

ン
テ
ナ
苗
を
活
用
し
た
、
伐
採
か
ら
造
林
ま
で
の
作
業
を
連
続
し
て
行
う
一
貫
作
業
シ

ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
て
、
再
造
林
が
確
実
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
民
有
林
に
お
け
る

伐
採
跡
地
に
お
い
て
も
、
再
造
林
が
行
わ
れ
ず
に
荒
廃
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
福
島
県

に
お
い
て
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
（
特
定
母
樹
）
の
普
及
啓
発
を
含
め
た
種
苗
生
産
体
制
の

確
立
や
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
財
政
的
な
支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

県
民
の
森
林
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
し
、
ス
ギ
の
花
粉
症
対
策
や
長
伐
期
化
、
針

広
混
交
林
化
、
広
葉
樹
林
化
等
に
よ
り
、
多
様
な
森
林
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
当
組
合
と
し
て
は
、
ス
ギ
の
花
粉
症
対
策
の
た
め
、
県
よ
り
種
子

の
供
給
を
受
け
て
花
粉
の
少
な
い
苗
木
の
生
産
に
取
り
組
み
、
令
和
四
年
春
か
ら
本
格

的
に
苗
木
を
出
荷
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ナ
ラ
や
サ
ク
ラ
な
ど
の
広

葉
樹
の
苗
木
の
要
望
も
年
々
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
広
葉
樹
の
苗

木
の
生
産
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
年
々
出
荷
本
数
も
増
加
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

森
林
の
多
面
的
機
能
の
発
揮
と
持
続
可
能
な
林
業
経
営
の
た
め
に
は
、
伐
採
後
の
再

造
林
が
不
可
欠
で
す
。
当
組
合
と
し
て
は
、
県
を
は
じ
め
、
県
内
森
林
・
林
業
関
係
団

体
と
の
連
携
を
強
化
し
つ
つ
、
多
様
な
樹
種
の
苗
木
生
産
を
通
じ
て
、
多
様
な
森
林
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
一
層
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

多様な森林づくりに向けた苗木の生産

福島県農林種苗農業協同組合　　　　
代表理事組合長　野　尻　榮　一
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　昨年10月に福島県「昭和の森」（猪苗代町）
で開催予定でした第３回ふくしま植樹祭は、新
型コロナウイルス感染症対策として参加者を県
内に限定し、1,087人の参加が予定されており
ましたが、台風14号の影響により、参加者の安
全を第一に考慮し、中止となりました。
　今年も、新型コロナウイルス感染症対策に万
全を期す中で、ふくしまの美しい緑と心が、未
来も豊かであり続けるよう、「森

も

林
り

づくりを続
ける、広げる、繋げる」をテーマに、未来を担
う子供たちに美しい故郷を継承する思いを込め
た植樹祭を、11月７日㈰に双葉郡浪江町「海岸
防災林」で開催します。
　当日は、東日本大震災の津波で被災した海岸
防災林の再生に向けてクロマツ苗約８千本の植
樹活動のほか、森林のアロマづくりや丸太切り・
薪割りなどの参加型体験プログラムを用意して
おります。
　また、2021年ミス日本みどりの女神の小林優
希さんと福島県出身で2017年ミス日本みどりの
女神の野中葵さんも、皆様と一緒になって活動
に参加されます。

　さらに、歌舞伎俳優の市川海老蔵さんオリジナルグッズや、ABMORIグッズを参加された方の中
から抽選でプレゼントするなど楽しみ満載です。
　今回は、昨年に引き続き新型コロナウイルス感染防止の観点から、福島県民の皆さま限定の募集
となりますが、どうぞ、奮って参加されますようお願い申し上げます。

問い合わせ先

〈申し込み方法〉
　◦WEBからの申し込み
　　第４回ふくしま植樹祭ホームページから申し込みいただけます。

　◦ファックスからの申し込み
　　第４回ふくしま植樹祭チラシ裏面の参加申込書に必要事項記入のうえ、
　　FAX 024－521－8390に送信願います。

ふくしま植樹祭実行委員会事務局
TEL 024－521－2550

（土日・祝日を除く10：00－17：00）

「第４回ふくしま植樹祭－ABMORI－」県内在住者限定参加者募集! !
ふくしま植樹祭実行委員会
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１　

経
緯
と
現
状

　

い
わ
ゆ
る
「
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
」
で
す

が
、
今
年
度
に
入
っ
て
か
ら
急
速
に
社
会

現
象
化
し
、
今
で
は
一
般
の
方
々
に
も

「
木
材
が
値
上
が
り
し
て
い
る
」
と
認
知

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
と
の
始
ま
り
は
、
米
国
に
お
い
て
、

低
金
利
政
策
を
背
景
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
で
在
宅
勤
務
の

増
加
に
伴
う
郊
外
戸
建
て
建
設
が
活
況
を

呈
し
、
木
材
需
要
が
急
増
し
た
ほ
か
、
中

国
が
い
ち
早
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
影
響
を
脱
し
、
木
材
輸
入
等

の
経
済
活
動
を
再
開
し
た
こ
と
に
あ
り
ま

し
た
。

　

世
界
的
な
巣
ご
も
り
需
要
の
高
ま
り
に

よ
る
海
上
輸
送
コ
ン
テ
ナ
の
不
足
も
あ

り
、
日
本
へ
の
外
材
輸
入
量
の
減
少
と
価

格
高
騰
が
発
生
し
、
折
し
も
日
本
国
内
で

は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
一
時
的
に
素
材

生
産
量
や
製
品
在
庫
が
抑
制
さ
れ
て
い
た

状
況
で
し
た
の
で
、
突
如
と
し
て
大
き
な

需
要
圧
力
が
発
生
し
た
こ
と
で
国
産
材
製

品
が
逼
迫
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

県
内
の
木
材
価
格
も
高
騰
し
て
お
り
、

直
近
七
月
の
市
況
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

○
代
表
的
な
素
材
価
格（
柱
用
ス
ギ
丸
太
）

　

県
平
均

　

一
六
、
五
〇
〇
円
／
立
方
㍍

（
前
年
同
月
比
一
・
五
倍
）

○
代
表
的
な
製
材
価
格（
ス
ギ
Ｋ
Ｄ
柱
材
）

　

県
平
均

　

一
二
一
、
六
〇
〇
円
／
立
方
㍍

（
前
年
同
月
比
一
・
九
倍
）

２　

関
係
業
界
の
実
情

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
県
で

は
、
素
材
生
産
、
木
材
市
場
、
製
材
業
、

プ
レ
カ
ッ
ト
、
国
有
林
、
建
設
業
、
建
築

大
工
業
な
ど
、
木
材
の
利
用
や
流
通
に
関

わ
る
各
分
野
の
関
係
者
が
相
互
に
現
状
認

識
を
共
有
し
て
対
応
策
を
協
議
す
る
た
め

の
意
見
交
換
会
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
令
和
三
年
六
月
十
五
日
と

八
月
三
日
の
二
回
実
施
し
ま
し
た
が
、
と

り
わ
け
地
域
に
根
ざ
し
た
工
務
店
に
と
っ

て
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
は
深
刻
で
あ

り
、
施
主
へ
の
価
格
転
嫁
も
ま
ま
な
ら
な

い
中
で
対
応
に
苦
慮
さ
れ
て
い
る
現
状
が

福
島
県
林
業
振
興
課

県
政
コ
ー
ナ
ー

「
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
」は
林
業
に
と
っ
て

追
い
風
と
な
る
か

浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
素
材
原
木
や
木
材
製
品
の
供
給

者
側
の
見
解
は
、

○
素
材
生
産
業
に
お
い
て
は
、
森
林
所
有

者
と
伐
採
箇
所
や
時
期
の
調
整
を
要
す

る
た
め
、
素
材
原
木
の
不
足
に
即
応
し

た
増
産
が
困
難
。
ま

た
、
労
働
力
や
機
械

力
の
面
か
ら
生
産
量

を
急
増
さ
せ
る
こ
と

は
困
難
。

○
製
材
事
業
者
に
お
い

て
は
、
国
産
材
で
外

材
の
代
替
需
要
に
対

応
す
る
た
め
に
は
、

人
工
乾
燥
が
必
須
で

あ
る
た
め
、
乾
燥
機

の
能
力
以
上
の
増
産

は
困
難
。
ま
た
、
強

度
や
寸
法
規
格
の
面

か
ら
外
材
の
代
替
が

困
難
な
部
材
も
あ

る
。

と
い
っ
た
も
の
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
川
上
・
川
中
側
の
実
情
を

木
材
需
要
者
サ
イ
ド
に
あ
る
程
度
ご
理
解

い
た
だ
け
た
も
の
と
考
え
て
お
り
、
今
後

と
も
関
係
者
間
に
お
け
る
情
報
共
有
と
課

題
解
決
に
向
け
た
双
方
向
の
交
流
を
図
る

意
味
で
も
、
こ
の
よ
う
な
意
見
交
換
会
を

継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

関係者による意見交換会
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３　

今
後
の
展
望

　

さ
て
、
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
木

材
価
格
が
せ
っ
か
く
採
算
性
の
あ
る
妥
当

な
水
準
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
林
業
・
木

材
産
業
に
と
っ
て
こ
れ
は
追
い
風
で
は
な

い
か
、
ま
さ
に
ウ
ッ
ド
チ
ャ
ン
ス
で
は
な

い
か
、と
考
え
た
く
な
る
の
が
人
情
で
す
。

　

し
か
し
、
素
材
生
産
業
や
木
材
産
業
の

皆
様
か
ら
は
冷
静
な
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ

ま
す
。
木
材
価
格
の
先
行
き
が
不
透
明

で
、
い
つ
市
況
が
急
転
す
る
か
予
想
が
つ

か
な
い
た
め
設
備
投
資
に
踏
み
切
れ
ず
、

高
値
で
の
引
き
合
い
が
強
ま
っ
て
い
る
の

に
思
う
よ
う
な
売
り
捌
き
が
で
き
な
い
、

と
い
っ
た
ジ
レ
ン
マ
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
急
激
な
価
格
変

動
に
よ
っ
て
木
材
利
用
や
木
造
建
築
を
敬

遠
す
る
よ
う
な
気
運
が
醸
成
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
懸
念
も
あ
り
ま
す
。

　

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
を
逆
手
に
と
る
に

は
、
需
給
動
向
に
し
な
や
か
に
対
応
で
き

る
産
業
基
盤
と
木
材
自
給
率
の
向
上
が
ポ

イ
ン
ト
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
関
係

者
の
意
見
交
換
会
で
は
そ
の
ヒ
ン
ト
も
示

さ
れ
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
採
材
寸
法

の
柔
軟
化
や
大
径
材
の
活
用
に
よ
り
ツ
ー

バ
イ
フ
ォ
ー
部
材
な
ど
へ
の
利
用
を
拡
大

す
る
こ
と
や
、
建
築
部
材
の
寸
法
規
格
を

シ
ン
プ
ル
に
し
て
多
様
な
構
法
に
県
産
材

の
用
途
を
拡
大
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

４　

県
の
取
組

　

県
で
は
、
業
界
に
よ
る
需
給
構
造
の
変

革
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
、
長
期
的
な

視
点
か
ら
林
業
・
木
材
産
業
の
足
腰
を
強

化
し
て
い
く
た
め
、
今
後
も
引
き
続
き
、

県
産
材
の
安
定
供
給
に
向
け
た
路
網
の
整

備
や
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
、
木
材
加

工
施
設
等
の
整
備
な
ど
を
支
援
し
て
い
く

ほ
か
、
大
径
材
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構

築
の
取
組
も
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
林
業
の

担
い
手
対
策
と
し
て
「
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー

ふ
く
し
ま
」
の
運
用
に
よ
る
人
材
確
保
・

育
成
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

需
要
に
応
じ
た
確
実
な
県
産
材
供
給
が

ユ
ー
ザ
ー
か
ら
評
価
さ
れ
、
一
定
水
準
の

価
格
維
持
が
叶
え
ば
、
森
林
所
有
者
へ
の

利
益
還
元
に
よ
る
再
造
林
サ
イ
ク
ル
が
促

進
さ
れ
る
好
機
に
も
な
る
と
期
待
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

県内主要製材価格の推移（小売価格）
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緑の少年団とは
　緑の少年団は、次代を担う子どもたちが、緑と親しみ、緑を愛し、緑を守り育てる活動を通じて、ふるさ
とを愛し、そして人を愛する心豊かな人間に育っていくことを目的とした団体です。
　福島県の緑の少年団は、1974（昭和49）年に川内村で結成されて以降、県内各地の小学校等において結
成され、令和３年５月現在、112団（44市町村）となっており、森林や緑に関する学習活動、奉仕活動等に
取り組んでおります。中でも、今年度は54団の少年団が当協会の活動助成金を活用しながら、活動されてい
ます。

緑の少年団活動コンクール
　本コンクールは、福島県緑の少年団育成協議会と当協会が主催し、緑の少年団の研鑽を目的に、少年団が
１年間取り組んできた学習活動、奉仕活動、レクリエーション活動などについて審査を行い、優秀な成績を
収めた少年団を表彰するものです。
　令和３年度（第42回）福島県緑の少年団活動コンクールにおいて、会津若松市立大戸小学校緑の少年団が、
５年連続となる福島県知事賞に輝きました。
　大戸小学校緑の少年団は例年、プランターに植栽したマリーゴールドを地域の施設などを訪問し配布して
いましたが、昨年度は新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から、摘んだ花を押し花にしてメッセージ
カードを作り、これまで訪問し配布していた施設に贈るなど、工夫を凝らした活動を展開したことが評価さ
れました。
　今回の審査結果は次のとおりです。（参加少年団24団）

　表彰式は、７月29日㈭、大玉村農村環境
改善センターにおいて開催する第47回福島
県緑の少年団大会の式典の席上で行う予定
でしたが、新型コロナウイルスの新規感染
者が増加傾向であること、また台風８号に
よる影響などを考慮し、中止いたしました。
　緑の少年団の活動は、コロナ禍において
も、新たな時代に必要とされる未来をたく
ましく生き抜く力を身に付け、人間性や創
造性を高める森林や緑を教材とする学習活
動になります。県内すべての緑の少年団が、
更なる活動に取り組めますよう、今後とも支援してまいります。

公益社団法人 福島県森林・林業・緑化協会 緑化推進局

県内の緑の少年団活動について

福島県知事賞
　会津若松市立大戸小学校緑の少年団
福島県教育委員会教育長賞
　会津若松市立川南小学校「ホタルの里」緑の少年団
関東森林管理局長賞
　喜多方市立第一小学校みどりの少年団
公益社団法人福島県森林・林業・緑化協会長賞
　相馬市立山上小学校緑の少年団
福島県緑の少年団育成協議会長賞
　田村市立緑小学校みどりの少年団／磐梯第二小学校緑の少年団（磐梯町）／猪苗代町立緑小学校緑の少年団
奨 励 賞
　石田みどりの少年団／伊達市立石田小学校　他16団　（協会H・Pに掲載）

花のメッセージカード
（知事賞受賞大戸小）

令和２年度活動風景
（知事賞受賞大戸小）
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災
害
に
強
い
森
林
の

　
整
備
・
保
全
の
推
進
に
向
け
て

○
は
じ
め
に

　

近
年
、
短
時
間
強
雨
の
発
生
回
数
や
長

時
間
降
雨
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
全
国
的

に
毎
年
の
よ
う
に
山
地
災
害
が
同
時
多
発

化
・
激
甚
化
す
る
と
と
も
に
、
下
流
域
で

は
想
定
を
超
え
る
水
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
森
林
の
有
す
る
公
益

的
機
能
を
持
続
的
に
発
揮
し
て
い
く
た

め
、
本
県
に
お
い
て
は
、
森
林
の
整
備
及

び
山
地
災
害
か
ら
の
早
期
復
旧
や
保
安
林

に
お
け
る
計
画
的
な
治
山
施
設
の
設
置
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
水
害
リ
ス
ク
の
増
大
に
備

え
る
た
め
、
河
川
管
理
者
が
主
体
と
な
っ

て
行
う
治
水
対
策
に
加
え
、
河
川
流
域
全

体
に
関
わ
る
関
係
者
が
治
水
に
取
り
組
む

「
流
域
治
水
」
の
取
組
が
始
ま
っ
て
お
り
、

河
川
上
流
域
に
あ
た
る
森
林
の
整
備
が
よ

り
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

改
め
て
、
災
害
に
強
い
森
林
の
整
備
・

保
全
に
向
け
た
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

○
森
林
の
整
備

　

災
害
に
強
い
森
林
を
つ
く
る
た
め
に

は
、
山
地
災
害
の
防
止
や
水
源
の
か
ん
養

な
ど
の
森
林
の
有
す
る
公
益
的
機
能
の
維

持
・
増
進
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
に
は
、
戦
後
の
拡
大
造
林
に
よ
り

造
成
さ
れ
森
林
資
源
が
充
実
し
て
き
た
今

の
森
林
を
若
返
ら
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、「
伐
っ
て
、
植
え
て
、
育
て
る
」
持

続
的
な
森
林
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
台
風
や
豪
雨
等
の
自
然
災
害
に

よ
り
倒
木
被
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

下
流
へ
の
流
出
に
よ
る
二
次
被
害
を
防
止

す
る
た
め
、
被
害
木
の
処
理
を
速
や
か
に

行
う
こ
と
も
大
事
で
す
。

　

そ
こ
で
、
県
で
は
、
植
栽
か
ら
下
刈
り
、

除
伐
、
間
伐
等
の
保
育
施
業
に
か
か
る
経

費
に
対
す
る
支
援
は
も
と
よ
り
、
森
林
環

境
基
金
森
林
整
備
事
業
に
よ
る
伐
採
、
再

造
林
を
一
連
に
行
う
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム

の
実
施
や
、
森
林
の
被
害
木
の
整
理
等
へ

の
支
援
の
強
化
を
図
り
、
災
害
に
強
い
森

林
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
（
写
真
１
）。

○
森
林
の
保
全

　

森
林
の
公
益
的
機
能
の
発
揮
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
保
安
林
に
お
い

て
、
山
地
災
害
の
防
止
な
ど
保
安
林
の
機

能
を
維
持
強
化
す
る
た
め
、
植
栽
、
森
林

の
造
成
等
を
行
う
と
と
も
に
、
山
腹
斜
面

や
渓
流
を
安
定
さ
せ
る
た
め
の
治
山
ダ
ム

工
、
土
留
工
、
流
路
工
等
の
施
設
の
整
備

を
計
画
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
（
写
真
２
）。

　

ま
た
、
津
波
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受

け
た
海
岸
防
災
林
に
つ
い
て
、
多
重
防
御

の
一
環
と
し
て
十
分
な
林
帯
幅
の
確
保
と

盛
土
及
び
植
栽
等
に
よ
り
、
津
波
防
災
機

能
を
強
化
し
た
復
旧
・
整
備
を
行
う
な
ど

保
安
林
に
求
め
ら
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
公
益

的
機
能
の
向
上
に
よ
り
森
林
の
保
全
を

図
っ
て
い
ま
す
。

○
お
わ
り
に

　

災
害
に
強
い
森
林
の
整
備
・
保
全
は
、

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
間
伐
、
再
造
林
等

の
森
林
整
備
、
保
安
林
の
機
能
強
化
を
長

期
に
わ
た
り
、
計
画
的
、
着
実
に
進
め
て

い
く
こ
と
が
、よ
り
重
要
と
な
っ
て
お
り
、

林
業
に
携
わ
る
皆
さ
ん
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
流
域
一
体
と
な
っ
て
進
め
る
こ
と

が
不
可
欠
で
す
。
本
県
の
健
全
な
森
林
づ

く
り
に
向
け
、
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

写真１　間伐等整備が行われた森林

写真２　渓流の浸食を防止するための流路工

福
島
県

　

森
林
計
画
課

　

森
林
整
備
課

　

森
林
保
全
課
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１　はじめに
　福島県では、治山・林道等森林土木業務の研究・情報・体験等の発表
や意見交換等を通じて職員の技術の向上を図り、森林土木事業の発展に
寄与することを目的として、標記発表会を開催しました。

２　発表会について
　発表会は、令和３年７月20日㈫に福島県郡山市の福島県林業研究セン
ター研修本館で開催しました。今年度は新型コロナウイルス感染拡大防
止の観点から、発表者のみの参加としたものの各農林事務所とWeb会議
のシステムを活用するなど、今までにない新たな取組を取り入れて実施
しました。発表では、治山部門６件、林道部門３件の計９件の発表があ
りました。

３　発表内容
　発表内容及び審査結果は次のとおりです。

　審査員13名による厳正な審査が行われ、その中から、治山・林道それぞ
れで全国や北海道・東北地区で行われる発表会の推薦を決定しました。

【第61回治山研究発表会へ推薦】
　県中農林事務所　　小椋　　佳

【第56回林道研究発表会へ推薦】
　南会津農林事務所　伊藤　　瞬

【第56回北海道・東北地区治山林道研究発表会へ推薦】
　南会津農林事務所　小泉　匡平
　会津農林事務所　　半沢　竜馬

４　おわりに
　本発表会は２年ぶりの開催となりましたが、現在実施されている治山・
林道事業の問題や解決策について、意見交換を行うことで、発表者・参
加者ともに知識や認識を深めることができました。
　また、初めて実施したWeb会議システムについても今後は更に発展さ
せて、より効果的な発表会を開催していくとともに、職員の技術向上を
図ることで、近年、激甚化・頻発化している自然災害への対応に活かし
ていきます。

第39回福島県治山林道研究発表会について
福島県森林整備課・森林保全課

№ 所　　属 氏　名 区分 題　　　　　　　　　名

１ 県 北 農 林 事 務 所 浅賀　瑞穂 治山 県北地区における残置型枠施行状況と現在の状態について（第二報）

２ 森 林 整 備 課 菅野　　萌 林道 東日本大震災から10年－被災林道の完全復旧に向けて－

３ 県 中 農 林 事 務 所 小椋　　佳 治山 UAV撮影画像を用いた簡易写真測量の精度向上に関する検討

４ 森 林 保 全 課 片野　高志 治山 海岸防災林における今後の管理について

５ 会 津 農 林 事 務 所 半沢　竜馬 林道 希少猛禽類の生態系に配慮した林道工事に関する近年の取組

６ 県 南 農 林 事 務 所 吉岡　圭太 治山 谷止工の維持管理計画の策定について

７ 南会津農林事務所 小泉　匡平 治山 寺沢山地区（南会津町南郷）における地すべり防止工の湧水対策について

８ 南会津農林事務所 伊藤　　瞬 林道 林業専用道計画における航空レーザ計測データの活用

９ いわき農林事務所 長澤一太郎 治山 木製治山ダムの現在（いま）

主催者あいさつ

発　表

講　評
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普及指導員通信

いわき農林事務所
� 林業普及指導員　松　本　文　章

いわき地区における林業の活性化
の取組

１　はじめに
　　いわき地区の森林面積は88,744haであり、森林率は72％となっています。このうち民有林は58,039haであ

り、その56.9％の33,039haが人工林となっています。これは県平均の37.2％を大きく上回っていることか
らも、当地区は人工林による森林資源が充実している地域といえます。

　　スギ22,300ha、ヒノキ2,735ha、アカマツ・クロマツ7,629ha、カラマツ109ha、その他針葉樹２haとなっ
ています。

　　このうち45年生以上のスギについては、面積で17,544haに上り、全体の78.6％と大きな割合を占めていま
す。さらに60年生以上では28.6％の6,382haとなっており、高齢級化したいわき市産のスギの利用拡大が課
題となっています。

２　一体感のある取組
　　いわき地区では、林業の振興を図るため関係者が一丸となって様々な取組を行っています。
　　いわき農林事務所では、委員など構成員として各種会議に参画し、補助事業や各種情報の提供などによ

り、これらの取組を支援しています。
　　今回は、その中でも主だった取組についてご紹介します。
　⑴　いわき市産木材利用推進会議
　　　いわき市の林業・木材産業の活性化と、公共建築物等の木造化及び木質化や、行政と市内の林業・木材

産業・建築業等の関係者との連携による地元産材の利用を推進するために設置されました。
　　　この会議の中で意見交換を行い、いわき市豊かな森づくり・木づかい条例が制定され令和３年４月１日

から施行されました。
　　　この条例の施行に合わせいわき市では、公共建築物木造・木質化専門アドバイザー事業、いわき市産木

材PRイベント事業、いわき市産木材利用住宅ポイント事業の３本の柱に取り組んでいます。
　⑵　いわき市持続可能な森林・林業推進会議
　　　地元産木材の需要拡大による林業・木材産業の振興と持続的な森

林資源の確保並びに人材の育成を両立して有機的に推進し、川上へ
の利益循環とサプライチェーンマネジメント推進体制の構築を図っ
て、林業の成長産業化を達成することを目的に、いわき地区の川上
から川下の林業関係者や行政機関、学識経験者等を構成員とし、平
成31年３月に設立されました。

　　　森林認証材の伐採から輸送、加工に係るコスト削減と森林所有者
等への利益還元を図るため、Ｇ空間情報やＩＣＴを活用したサプラ
イチェーンマネジメントの構築を目指し、林野庁事業である「スマー
ト林業構築実践事業」に取り組んでいます。

３　林業の成長に向けて
　　これらの推進会議等により、いわゆる川上、川中、川下の意見交換

が活発になされ、いわき市産の木材の活用が促進されています。
　　いわき市森林組合では、いわき市三和町の森林において森林認証
（SGEC）を取得し、差別化による販売促進を目指しています。現在、
福島市大笹生地内で福島県産材の活用を仕様として建設中である「道
の駅ふくしま」では、認証材や、いわき材加工センターで加工した30㎝
角6.0ｍ柱材などのいわき市産木材も使われ、令和４年春の開業が楽し
みなところです。

　　このように、いわき市の林業関係者が一丸となった取組は着実に形
となって進んでいます。

　　現在、新型コロナウイルス感染症の影響から、各種会議も予定どお
りの開催が困難な状況となっています。このため、いわき農林事務所
では、関係者それぞれに対する事業等の指導に合わせ情報を共有する
など、関係者間の連携の維持を図りながら、いわき地区の林業成長産
業化を推進していきたいと考えています。

道の駅ふくしま建築状況（令和３年４月）

スギ大径材（30㎝角6.0ｍ）

いわき市持続可能な森林・林業推進会議
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団体のページ
　

我
が
国
の
森
林
保
険
制
度
は
、
東
邦
火

災
保
険
を
は
じ
め
と
し
た
数
社
が
森
林
火

災
保
険
の
営
業
開
始
し
た
こ
と
が
始
ま
り

で
す
。

　

そ
の
後
、
森
林
所
有
者
の
皆
様
の
声
に

よ
り
昭
和
十
二
年
に
、
林
齢
二
〇
年
以
下

の
人
工
林
に
対
す
る
火
災
跡
地
の
再
造
林

を
対
象
と
し
た
国
営
の
森
林
火
災
国
営
保

険
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
更
に
、
昭
和
三

一
年
に
全
国
森
林
組
合
連
合
会
に
よ
る
森

林
災
害
共
済
事
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
三
六
年
に
気
象
災
、
五
三
年
に
は
噴

火
災
に
も
対
応
す
る
保
険
へ
展
開
し
、
現

在
で
は
火
災
・
気
象
災
（
風
害
・
水
害
・

雪
害
・
干
害
・
凍
害
・
潮
害
）、
噴
火
災

に
対
応
し
た
保
険
制
度
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
七
年
に
は
、
森
林
国
営
保
険
と
森
林

災
害
共
済
が
セ
ッ
ト
と
な
っ
た
森
林
共
済

セ
ッ
ト
保
険
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
平

成
十
四
年
に
森
林
国
営
保
険
へ
と
移
管
さ

れ
一
本
化
後
、
行
政
改
革
・
財
政
改
革
の

流
れ
に
よ
り
、
平
成
二
七
年
四
月
か
ら
現

在
の
「
森
林
保
険
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

更
に
、よ
り
良
い
森
林
保
険
を
目
指
し
、

平
成
三
一
年
四
月
よ
り
森
林
保
険
の
制
度

が
一
部
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
、
保
険
料
率
の
見
直
し

　

二
、
保
険
料
の
割
引
制
度
の
導
入

　

三
、
保
険
料
の
長
期
割
引
の
見
直
し

　

四
、
複
数
契
約
の
開
始
日
を
統
一
す
る

仕
組
み
の
導
入
の
改
正
が
行
わ
れ
、
契
約

者
が
加
入
し
や
す
い
保
険
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
「
森
林
保
険
」
は
、
森
林
保
険

法
に
基
づ
き
森
林
所
有
者
を
被
保
険
者
と

し
て
、

火
災
…
…
山
火
事
で
受
け
た
損
害

噴
火
災
…
火
山
噴
火
に
よ
る
焼
失

　
　
　
　

幹
折
れ
、
埋
没
、
根
返
り

　
　
　
　

な
ど
の
損
害

風
害
…
…
暴
風
に
よ
る
幹
折
れ
、
根
返
り

な
ど
の
損
害

水
害
…
…
豪
雨
、
洪
水
に
よ
る
埋
没

　
　
　
　

水
没
流
失
な
ど
の
損
害

雪
害
…
…
豪
雪
、
積
雪
に
よ
る
幹
折
れ

　
　
　
　

根
返
り
な
ど
の
損
害

干
害
…
…
乾
燥
に
よ
る
枯
死
な
ど
の
損
害

凍
害
…
…
凍
結
、
寒
風
な
ど
に
よ
る
枯
死

　
　
　
　

な
ど
の
損
害

潮
害
…
…
潮
害
、
塩
水
浸
水
な
ど
に
よ
る

　
　
　
　

枯
死
な
ど
の
損
害

の
八
災
害
を
填
補
す
る
総
合
的
な
保
険
と

な
っ
て
お
り
、
人
工
林
の
森
林
の
立
木
に

対
し
て
森
林
所
有
者
が
自
ら
災
害
に
備
え

る
、
唯
一
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し

て
、
林
業
経
営
の
安
定
、
被
災
地
の
早
期

復
旧
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、

日
本
の
森
林
を
自
然
災
害
か
ら
お
守
り
す

る
保
険
、
そ
れ
が
「
森
林
保
険
」
の
役
割

で
す
。

　

森
林
保
険
の
加
入
状
況
と
し
ま
し
て

は
、
保
険
加
入
面
積
を
人
工
林
面
積
で

割
っ
た
加
入
率
が
右
肩
下
が
り
と
年
々

減
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
令
和
二
年

度
の
加
入
率
は
、
全
国
が
七
・
五
㌫
、
福

島
県
が
五
・
〇
㌫
と
全
国
を
下
回
っ
て
お

り
、
平
成
二
一
年
度
の
一
〇
・
一
㌫
か
ら

十
二
年
間
で
約
半
分
ま
で
加
入
率
が
下

が
っ
て
き
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

「森林保険制度」
について

福島県森林組合

連 合 会

森連だより

『森林保険加入状況』	 令和２年度末

全　国 福島県
人工林面積

（ha）
7,915,724 207,930

保険加入面積
（ha）

591,267 10,474

加　入　率
（％）

7.5 5.0

　

要
因
と
し
て
は
、
造
林
補
助
事
業
の
義

務
加
入
が
無
く
な
っ
た
こ
と
や
植
栽
事
業

等
の
減
少
、
長
引
く
木
材
価
格
の
低
迷
な

ど
に
も
影
響
し
、
ま
た
所
有
者
の
代
替
わ

り
に
よ
り
森
林
へ
の
関
心
が
薄
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

近
年
は
異
常
気
象
に
よ
り
、
各
地
で
毎

年
の
よ
う
に
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
て

い
る
状
況
で
す
。

　

台
風
・
線
状
降
水
帯
な
ど
の
豪
雨
に
よ

る
「
水
害
」、
台
風
・
突
風
・
竜
巻
な
ど

の
暴
風
に
よ
る
「
風
害
」、
五
月
～
七
月

の
植
栽
時
期
の
気
温
上
昇
に
よ
る
「
干

害
」、
大
量
の
降
雪
・
着
雪
に
よ
る
「
雪
害
」

な
ど
の
被
害
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
県
に
お
い
て
も
令
和
元
年
十
月
の
台

風
二
四
号
の
罹
災
（
水
害
）
に
お
い
て
、

五
〇
件
の
発
生
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
に
三
六
〇
万
円
の
保
険
金
が
支
払

わ
れ
ま
し
た
。

　

戦
後
の
拡
大
造
林
に
よ
り
伐
期
を
迎
え

た
森
林
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
に

当
り
、
万
が
一
の
災
害
に
備
え
、
み
な
さ

ま
の
大
切
な
財
産
を
お
守
り
す
る
『
森
林

保
険
』
へ
の
ご
加
入
を
検
討
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
最
寄
り
の
各
森
林

組
合
又
は
福
島
県
森
林
組
合
連
合
会
（
業

務
課　

森
林
保
険
担
当 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
二
四

―
五
二
九
―
五
三
九
〇
）

ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い

致
し
ま
す
。
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簡
単
に
美
味
し
い
、
新
鮮
な
「
き
の
こ
」

が
自
分
で
作
っ
て
食
べ
ら
れ
た
ら
・
・
自

分
で
育
て
た
「
き
の
こ
」
を
収
穫
す
る
喜

び
、
そ
れ
を
料
理
し
て
食
べ
れ
ば
味
は
最

高
！
家
庭
き
の
こ
栽
培
に
は
こ
れ
ら
の

エ
ッ
セ
ン
ス
が
つ
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
今
回
は
、
特
別
な
道
具
や
知
識
が
な
く

て
も
大
丈
夫
な
自
宅
室
内
で
出
来
る
「
簡

単
な
き
の
こ
栽
培
法
」
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

～
し
い
た
け
の
菌
床
栽
培
～

　
　
栽
培
場
所
：
室
内

　

家
庭
で
一
番
食
さ
れ
て
い
る
き
の
こ
で
、

和
食
、
中
華
な
ど
、
用
途
は
様
々
で
す
。

１
．
室
内
環
境
と
時
期
：
直
射
日
光
が
当

た
る
場
所
は
避
け
、
室
内
で
も
比
較
的

涼
し
い
日
陰
で
管
理
し
て
下
さ
い
。
ま

た
、
時
期
と
し
て
は
四
～
六
月
と
九
～

十
一
月
が
適
期
で
、
夏
と
冬
は
避
け
る

よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

２
．
設
置
：
菌
床
は
袋
に
入
っ
て
い
ま
す

の
で
、
袋
か
ら
出
し
て
下
さ
い
。
排
水

の
受
け
皿
と
し
て
、
菌
床
よ
り
大
き
め

の
ト
レ
ー
（
皿
、
鉢
皿
で
も
可
）
の
上

に
置
き
、
栽
培
場
所
に
移
動
し
ま
す
。

３
．
管
理
：
じ
ょ
う
ろ
や
噴
霧
器
で
全
体

に
毎
日
水
を
与
え
ま
す
。
芽
が
親
指
大

に
な
っ
た
ら
散
水
を
少
し
控
え
ま
す
。

４
．
収
穫
：
き
の
こ
が
小
さ
く
て
も
傘
が

八
～
九
分
開
き
に
な
っ
た
ら
茎
か
ら

切
っ
て
収
穫
し
ま
す
。
茎
の
根
元
部
分

を
取
り
残
す
と
、
カ
ビ
が
生
え
る
原
因

と
な
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

５
．
二
回
目
の
発
生
準
備
：
一
回
目
の
収

穫
が
終
了
し
た
後
は
、
菌
床
の
表
面
が

乾
か
な
い
程
度
（
二
～
三
日
間
隔
で
水

を
か
け
ま
す
。）
に
二
〇
日
程
度
そ
の

ま
ま
管
理
し
ま
す
。
そ
の
後
、
バ
ケ
ツ

か
タ
ラ
イ
を
利
用
し
て
六
～
八
時
間
浸

きのこ栽培のススメ
～家庭で簡単きのこ栽培～

きのこセンターだより

（公社）福島県森林・林業・緑化協会
きのこ振興センター

水
し
た
後
、ま
た
ト
レ
ー
の
上
に
置
き
、

栽
培
場
所
に
移
動
さ
せ
ま
す
。
そ
の
後

は
一
回
目
発
生
と
同
様
に
管
理
を
し
て

下
さ
い
。
菌
床
の
状
態
が
良
け
れ
ば
三

回
ま
で
発
生
が
期
待
で
き
ま
す
。

～
な
め
こ
の
菌
床
栽
培
～

　
　
栽
培
場
所
：
室
内

　

秋
の
定
番
の
き
の
こ
で
汁
物
に
良
く
合

う
た
め
、
な
め
こ
汁
や
け
ん
ち
ん
汁
で
良

く
食
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

１
．
室
内
環
境
と
時
期
：
し
い
た
け
菌
床

の
場
合
と
同
様
に
、
直
射
日
光
が
当
た

る
場
所
は
避
け
、
室
内
で
も
比
較
的
涼

し
い
日
陰
で
管
理
し
て
下
さ
い
。
九
～

十
一
月
頃
が
適
期
で
す
。

２
．
設
置
：
菌
床
は
ブ
ロ
ッ
ク
形
状
で
袋
に

入
っ
て
い
ま
す
。
カ
ッ
タ
ー
等
で
菌
床
表

面
に
沿
っ
て
、
表
面
か
ら
二
㌢
㍍
程
度

上
の
部
分
を
切
り
、
菌
床
表
面
を
出
し

て
、
底
面
は
排
水
対
策
と
し
て
カ
ッ
タ
ー

等
で
×
に
切
り
ま
す
。
そ
し
て
、
排
水

の
受
け
皿
と
し
て
、
菌
床
よ
り
大
き
め

の
ト
レ
ー
（
皿
、
鉢
皿
で
も
可
）
の
上
に

置
き
、
栽
培
場
所
に
移
動
し
ま
す
。

３
．
管
理
：
じ
ょ
う
ろ
や
噴
霧
器
で
上
面

に
毎
日
水
を
与
え
ま
す
。
芽
切
り
（
発

芽
）
す
る
ま
で
表
面
が
乾
燥
し
な
い
様

に
新
聞
紙
な
ど
を
か
け
て
湿
度
を
保
つ

の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
十
日
～
十
四
日

程
度
で
芽
が
確
認
で
き
た
ら
新
聞
紙
を

と
り
、
散
水
は
多
少
控
え
ま
す
。

４
．
収
穫
：
発
芽
後
、
五
～
七
日
程
度
で

収
穫
期
に
な
り
ま
す
。
き
の
こ
の
裏
側

の
幕
が
切
れ
る
前
に
菌
床
か
ら
剥
が

し
、
収
穫
し
ま
す
。

５
．
二
回
目
の
発
生
準
備
：
一
回
目
の
収
穫

が
終
了
し
た
後
は
お
風
呂
場
等
に
菌
床

を
移
動
さ
せ
、
菌
床
の
袋
上
部
ま
で
溢

れ
る
位
に
水
を
注
ぎ
ま
す
。
二
～
三
時

間
放
置
後
、
菌
床
を
袋
ご
と
逆
さ
ま
に

し
て
水
を
捨
て
ま
す
（
五
分
程
度
そ
の

ま
ま
に
す
る
。）。
捨
て
終
わ
っ
た
ら
ま
た

ト
レ
ー
の
上
に
置
き
、
栽
培
場
所
に
移

動
さ
せ
ま
す
。
そ
の
後
は
一
回
目
発
生
と

同
様
に
管
理
を
し
て
下
さ
い
。

　

今
回
ご
紹
介
し
た
各
菌
床
の
購
入
先
、

栽
培
方
法
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ
は（
公

社
）福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会 

き

の
こ
振
興
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

収穫直前の菌床しいたけ

収穫直前の菌床なめこ

しいたけ菌床の管理の様子

なめこ菌床の管理の様子
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○
は
じ
め
に

　

磐
梯
山
や
猪
苗
代
湖
な
ど
、
四
季
折
々

の
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
猪
苗
代
町
に

は
、
子
ど
も
た
ち
が
遊
び
を
と
お
し
て
、

主
体
性
を
育
む
資
源
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

地
域
の
自
然
環
境
を
活
か
し
た
様
々
な
体

験
は
、
そ
の
地
域
の
伝
統
文
化
や
自
然
環

境
に
対
す
る
意
識
を
醸
成
す
る
と
と
も

に
、
物
事
を
感
じ
、
考
え
、
自
ら
の
意
思

で
行
動
す
る
力
を
育
み
ま
す
。

○
日
々
の
暮
ら
し
を
ワ
ク
ワ
ク
に

　

森
の
よ
う
ち
え
ん 

こ
め
ら
っ
こ
（
猪

苗
代
町
壺
楊
）
代
表 

土
屋
美
香
さ
ん
は
、

日
々
の
暮
ら
し
を
ワ
ク
ワ
ク
に
変
え
る
た

め
、
農
家
・
保
育
士
・
カ
レ
ー
屋
の
三
つ

の
肩
書
を
活
か
し
、
日
々
の
暮
ら
し
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

結
婚
を
機
に
東
京
か
ら
福
島
の
猪
苗
代

町
へ
移
住
し
た
土
屋
さ
ん
は
、
ご
主
人
と

と
も
に
「
の
う
の
ば
」（
屋
号
）
で
農
薬

や
化
学
肥
料
を
使
わ
ず
に
、
会
津
伝
統
野

菜
や
米
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
出

産
を
経
て
独
学
で
保
育
士
資
格
を
取
得
し

た
土
屋
さ
ん
は
、
子
育
て
中
の
仲
間
と

「
森
の
よ
う
ち
え
ん 

こ
め
ら
っ
こ
」
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
里
山
で
の
イ
ベ
ン
ト
時

に
は
、
栽
培
し
た
野
菜
や
米
を
使
っ
て
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
カ
レ
ー
を
作
り
、
販
売

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

○
森
の
よ
う
ち
え
ん 

こ
め
ら
っ
こ

　
「
森
の
よ
う
ち
え
ん 

こ
め
ら
っ
こ
」

は
、
土
屋
さ
ん
が
長
男
の
育
児
を
通
じ
て

「
豊
か
な
自
然
の
中
で
、
子
ど
も
が
し
た

い
こ
と
を
伸
び
伸
び
さ
せ
た
い
」
と
い
う

想
い
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
自
主
保
育
サ
ー

ク
ル
で
す
。「
里
山
あ
そ
び
ば
」
と
し
て

園
舎
を
解
放
し
、
里
山
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に

年
齢
制
限
な
く
０
歳
か
ら
誰
で
も
参
加
で

き
る
サ
ー
ク
ル
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
と
し
て
、
晴

れ
の
日
の
み
五
組
限
定
の
予
約
制
で
、
土

屋
さ
ん
が
遊
び
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
「
や
っ
て
み
た
い
」
気

持
ち
や
五
感
を
フ
ル
に
使
う
体
験
を
大
切

に
、
里
山
探
検
、
食
事
作
り
、
農
業
体
験
、

季
節
の
手
仕
事
、
も
の
づ
く
り
、
異
年
齢

交
流
な
ど
、
盛
り
沢
山
の
活
動
を
展
開
し

郡
山
女
子
大
学 

生
活
科
学
科 

建
築
デ
ザ
イ
ン
専
攻 

准
教
授
　
阿
　
部
　
恵
利
子

里
山
を
活
か
し
ワ
ク
ワ
ク
を
生
み
だ
す 

（
森
の
よ
う
ち
え
ん 

こ
め
ら
っ
こ
）

木
の
文
化
を
育
む
�

て
い
ま
す
。
特
に
猪
苗
代
町
を
巡
り
、
故

郷
の
良
さ
を
体
感
し
た
り
、
会
津
伝
統
野

菜
を
栽
培
・
販
売
す
る
な
ど
、
地
域
に
根

付
い
た
活
動
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
農
業

体
験
で
は
種
ま
き
か
ら
収
穫
、
種
取
り
ま

で
一
連
の
農
作
業
を
体
験
で
き
ま
す
。

○
親
子
で
里
山
探
検

　

里
山
探
検
で
は
、
田
植
え
、
稲
刈
り
、

生
き
物
調
査
、
草
木
染
め
な
ど
、
四
季
の

恵
み
を
活
か
し
た
体
験
を
と
お
し
て
親
子

で
楽
し
み
な
が
ら
自
然
の
摂
理
や
環
境
、

生
活
の
知
恵
を
学
び
ま
す
。

　

夏
季
は
猪
苗
代
の
澄
ん
だ
湖
や
集
落
の

川
を
探
検
し
、
川
エ
ビ
や
川
ハ
ゼ
を
捕
ま

え
た
り
、
野
イ
チ
ゴ
を
摘
ん
だ
り
、
自
然

を
全
身
で
感
じ
て
過
ご
し
ま
す
。

○
地
域
に
お
け
る
循
環
づ
く
り

　

土
屋
さ
ん
は
〝
地
域
の
資
源
や
人
材
の

循
環
〟
を
念
頭
に
、
日
々
の
活
動
が
自
分

た
ち
だ
け
で
完
結
し
な
い
よ
う
、
常
に
心

掛
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
夏
は
、
磐
梯
町
の
農
家
と
と
も

に
「
藍
染
め
体
験
」
や
ア
ク
ア
マ
リ
ン
い

な
わ
し
ろ
カ
ワ
セ
ミ
水
族
館
と
「
生
き
物

探
し
会
」、
猪
苗
代
町
の
民
宿
と
「
ル
バ
ー

ブ
収
穫
＆
ジ
ャ
ム
作
り
会
」、
は
じ
ま
り

の
美
術
館
と
「
ア
ー
ト
教
室
」
な
ど
、
地

域
の
資
源
や
人
材
と
と
も
に
、
盛
り
沢
山

の
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
の
根
底
に
は
、
子
ど
も
た

ち
の
心
に
自
分
た
ち
の
地
域
の
可
能
性
や

魅
力
を
、
身
体
を
通
し
て
感
じ
て
ほ
し
い

と
い
う
土
屋
さ
ん
の
想
い
が
あ
り
ま
す
。

「
大
人
た
ち
が
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
連
携

し
て
様
々
な
こ
と
を
生
み
出
し
て
い
く
姿

を
子
ど
も
た
ち
に
見
て
も
ら
い
、
一
緒
に

楽
し
む
こ
と
が
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
に
繋
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
」
と
土
屋
さ
ん
。
猪
苗
代
の

豊
か
な
自
然
の
中
で
、
こ
ど
も
の
た
め
の

豊
か
な
体
験
活
動
の
場
だ
け
で
な
く
「
ま

ち
づ
く
り
」「
つ
な
が
り
づ
く
り
」
に
も

向
き
合
う
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
感
じ
て

い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

○
ま
と
め

　

地
域
に
お
け
る
里
山
と
人
と
の
繋
が
り

は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願

う
子
育
て
世
代
の
子
育
て
力
を
高
め
る
と

と
も
に
、
元
気
な
地
域
づ
く
り
の
源
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

自然の中でのびのびと遊ぶ様子
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四
月
に
南
会
津
で
働
き
始
め
て
か
ら

三
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
南
会
津
に
は
学

生
時
代
に
野
生
動
物
の
調
査
の
た
め
に

二
、
三
度
訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
あ
る
程

度
の
雰
囲
気
は
分
か
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
実
際
に
住
ん
で
生
活
し
て
み
る
と
、

そ
の
自
然
の
豊
か
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

今
回
は
そ
ん
な
南
会
津
で
出
会
っ
た
と
あ

る
野
鳥
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

初
夏
に
な
る
と
早
朝
、
山
か
ら
「
キ
ョ

ロ
ロ
ロ
～
」
と
い
う
綺
麗
な
囀
り
が
聞
こ

え
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
囀
り

の
正
体
が
今
回
紹
介
す
る
野
鳥
、「
ア
カ

シ
ョ
ウ
ビ
ン
」
で
す
。
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン

は
五
月
頃
に
な
る
と
繁
殖
の
た
め
に
日
本

に
渡
っ
て
く
る
カ
ワ
セ
ミ
の
仲
間
で
、
そ

の
特
徴
的
な
囀
り
と
赤
く
綺
麗
な
姿
か
ら

非
常
に
人
気
が
あ
り
、
青
森
県
な
ど
の
有

名
な
営
巣
地
で
は
毎
年
数
十
人
も
の
野
鳥

愛
好
家
が
集
ま
る
ほ
ど
で
す
。
そ
ん
な
ア

カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
で
す
が
、
南
会
津
で
は
声

を
聞
く
こ
と
は
簡
単
で
、
林
道
や
山
中
だ

け
で
な
く
、
な
ん
と
公
舎
か
ら
で
も
囀
り

を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
只

見
町
で
は
か
な
り
個
体
数
が
多
い
よ
う

で
、
先
日
、
林
道
を
運
転
し
て
い
る
際
に

道
路
の
脇
に
留
ま
っ
て
い
る
姿
を
写
真
に

収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
残
念
な
が

ら
白
黒
の
写
真
で
は
実
際
の
綺
麗
さ
が
伝

わ
ら
な
い
で
す
が
、
興
味
を
も
っ
て
い
た

だ
け
た
方
は
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
に
会
い
に

南
会
津
地
域
に
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

　

五
月
の
原
木
市
場
へ
の
入
荷
量
は
、
前
月
比
二
六
㌫
減
（
前
年
比
五
㌫
減
）
の
一

九
、
九
九
五
立
方
㍍
と
な
っ
て
い
る
。

　

販
売
量
は
、
前
月
比
二
六
㌫
減
（
前
年
比
五
㌫
減
）
の
一
九
、
九
三
五
立
方
㍍
と

な
っ
て
い
る
。

　

六
月
の
価
格
は
強
保
合
い
と
な
っ
て
い
る
。

「
赤
い
鳥
」

髙
　
田
　
真
大
朗

南
会
津
農
林
事
務
所
　
林
業
課

素材の価格〈工場着価格〉（2021年６月15日現在）
（単位：㎥当り千円）

注）１．前月差の△印は値下りを示す。
　　２．（　）内は各地域の価格幅、（　）外は各地

域の平均的価格を示す。
　　３．一般用材カラマツは工場着価格ではな

く、福島県森林組合連合会の会津共販
所・いわき木材流通センターの素材市売
価格を示す。

　　４．各地域の価格について、異常値が生じた
場合には県平均算出から除く場合がある。

区　分
形　　量

材質 樹 種
会　津　共　販 い　　わ　　き

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一
般
用
材

12以下

4.00

並 カラマツ  0 （ 0～ 0） 0  7 （ 6～ 8） 0

13～14 並 カラマツ  0 （ 0～ 0） 0  8 （ 7～ 8） 0

16以上 並 カラマツ 12 （12～13） △2  9 （ 8～10） 0

区　分
形　　量

材質 樹 種
中 通 り 地 方 会　津　地　方 浜 通 り 地 方 県　　平　　均

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一　
　

般　
　

用　
　

材

小
5～9

4.00
並 スギ  9 （ 9～10） △1 　（ 0～ 0） 10 （10～10） 0  9 （ 9～10） △1

10～14 並 スギ 15 （15～15） 0 　（ 0～ 0） 15 （13～16） 0 15 （13～16） 0

中

14～22

3.00
並 スギ 17 （15～18） 0 14 （14～14） 1 19 （16～23） △1 17 （14～23） 0

並 ヒノキ 20 （18～22） 0 　（ 0～ 0） 24 （22～26） 0 22 （18～26） 0

6.00
並 スギ 19 （16～22） 1 14 （14～14） 4 20 （20～21） △2 19 （14～22） 1

並 ヒノキ 28 （28～29） 1 　（ 0～ 0） 29 （28～30） 3 29 （28～30） 3

20～28

3.65 並 スギ 15 （15～15） 1 12 （11～14） 0 15 （14～16） 0 14 （11～16） 0

4.00
並 スギ 15 （15～15） 1 11 （10～12） 0 15 （14～17） 1 14 （10～17） 1

並 アカマツ 11 （ 8～13） 0 　（ 0～ 0） 11 （ 9～12） 1 11 （ 8～13） 0

1.80 並 アカマツ  7 （ 5～10） 0 　（ 0～ 0）  9 （ 8～10） 0  8 （ 5～10） 0

外　
　
　

材

米
材（
定
尺
）

30以上 10.00
並 米ツガ 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0） 32 （32～32） 0 32 （32～32） 0

並 米マツ 　（ 0～ 0） 34 （34～34） 1 32 （32～32） 0 33 （32～34） 0
北
洋
材（
定
尺
）

28以下

3.80 並 エゾマツ 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0） 30 （30～30） 0 30 （30～30） 0

4.00
並 アカマツ 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0） 30 （30～30） 0 30 （30～30） 0

並 カラマツ 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0） 30 （30～30） 0 30 （30～30） 0

パルプ
用材

並 マツ  7 （ 7～ 7） 0 　（ 0～ 0）  7 （ 7～ 7） 0  7 （ 7～ 7） 0

並 広葉樹 10 （10～10） 0 　（ 0～ 0） 　（ 0～ 0） 10 （10～10） 0
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お知らせコーナー

福島市

二本松市

郡山市

白河市

塙町

喜多方市

棚倉町

西郷村

大玉村

伊達市

国見町

鮫川村

矢祭町

磐梯町

いわき市

川俣町

天栄村

石川町

須賀川市

桑折町

猪苗代町

北塩原村

葛尾村

相馬市

新地町

南相馬市

古殿町

泉崎村

川内村

広野町

浅川町

本宮市

会津坂下町

矢吹町

中島村

玉川村 平田村

小野町

田村市三春町

鏡石町

浪江町

双葉町

大熊町

富岡町

楢葉町

飯舘村

20km

20km

昭和村

下郷町

会津若松市

猪苗代湖

只見町

会津美里

西会津町

三島町

柳津町

秋
の
い
ろ

　

九
月
始
め
は
、
ま
だ
夏
の
暑
さ
の
名
残
を
感
じ
る
が
、
虫
の
音
が
響
き
渡
る
夜
に
は
、

も
う
冷
気
さ
え
感
じ
る
よ
う
に
な
る
。
ふ
と
、
逝
く
夏
を
惜
し
む
。
あ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
高
校
野
球
の
ひ
と
夏
の
熱
さ
が
、
一
気
に
日
本
列
島
か
ら
遠
ざ
か
っ

て
い
き
、
そ
し
て
、「
燕え
ん

雁が
ん

代だ
い

飛ひ

」
夏
鳥
も
去
っ
て
い
く
。
ま
た
、
半
袖
か
ら
の
ぞ
い
た

腕
を
思
わ
ず
さ
す
り
た
く
な
る
夕
刻
、
大
き
な
夕
焼
け
が
、
空
を
そ
し
て
町
を
秋
色
で

包
み
込
む
。

　

風
の
通
り
道
を
作
っ
た
家
で
は
、
外
し
た
障
子
や
襖
を
入
れ
て
暖
を
と
る
準
備
を
す

る
が
、
軒
下
の
南
部
鉄
の
風
鈴
は
、
そ
の
ま
ま
に
、
い
ま
だ
風
の
形
に
音
を
こ
ぼ
し
て

い
る
。
秋
の
風
の
形
は
ど
ん
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
庭
の
ス
ス
キ
が
、
秋
の
風
に
軽
や
か

に
揺
れ
て
い
る
。
私
は
、
そ
の
風
を
も
欲
し
く
て
ス
ス
キ
を
活
け
て
み
る
。

　

夏
か
ら
冬
へ
と
移
ろ
う
こ
の
光
景
に
、
自
分
の
齢
の
分
だ
け
思
い
を
重
ね
て
き
た
は

ず
な
の
に
、
移
ろ
い
ゆ
く
こ
の
秋
の
姿
を
心
に
刻
み
た
い
、と
毎
年
の
よ
う
に
思
う
の
だ
。

　

今
年
三
月
一
日
、
一
〇
七
歳
で
亡
く
な
っ
た
美
術
家
・
版
画
家
の
篠
田
桃
紅
氏
は
「
ひ

ろ
葉
の
赤
の
染
め
色
の
深
さ
、
針
葉
の
黄
の
織
り
の
こ
ま
や
か
さ
を
墨
に
託
す
。
墨
に

託
す
こ
と
は
、
目
に
見
え
る
色
を
心
の
色
に
置
き
か
え
る
こ
と
で
あ
る
」
と
著
書
の
「
墨

い
ろ
」
―
秋
の
い
ろ
―
に
記
し
て
い
る
。

　

少
し
ず
つ
澄
ん
で
い
く
秋
気
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
心
に
沁
み
始
め
た
ら
、
自
分
だ
け
の

「
秋
の
い
ろ
」
を
重
ね
て
み
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。�
（
都
）

はなしの
ひろば

表紙の写真

「希　望」
第35回　ふくしま緑の写真コン
クール　入選
受賞者　星　洋一さん（南会津町）
撮影場所：南会津町

編　

集

発　

行

発
行
人

福

島

県

福
島
県
内
四
森
林
管
理
署

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

福
島
県
森
林
組
合
連
合
会

福
島
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

福
島
県
農
林
種
苗
農
業
協
同
組
合

ふ
く
し
ま
緑
の
森
づ
く
り
公
社

森
林
研
究
・
整
備
機
構
福
島
水
源
林
整
備
事
務
所

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

（
福
島
市
中
町
五
番
一
八
号
県
林
業
会
館
内
）

飯

沼

隆

宏

陽

光

社

印

刷

株

式

会

社

　
　
　
　
　
　
（
定
価　

一
一
〇
円
）

○
野
生
き
の
こ
の
出
荷
・
販
売
・
譲
渡
等
の
制
限
に
つ
い
て

　

野
生
き
の
こ
が
発
生
す
る

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
国
が

出
荷
を
制
限
し
て
い
る
市
町

村
か
ら
採
取
さ
れ
た
野
生
き

の
こ
は
、
出
荷
・
販
売
、
飲

食
店
な
ど
で
の
提
供
、
無
償

譲
渡
、
フ
リ
マ
ア
プ
リ
等
で

の
販
売
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
一
部
町
村
・
品
目

で
は
出
荷
が
可
能
で
す
が
、

出
荷
前
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検

査
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、
県
農
林
事
務
所
ま
で

ご
相
談
く
だ
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安
全
な
野
生
き
の
こ
の
流

通
を
図
る
た
め
、
皆
様
の
御

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●連絡先一覧

事務所名 住所・連絡先

県北農林事務所
（森林林業部）

福島市杉妻町２－16
（福島県庁北庁舎５階）

024－521－2632

県中農林事務所
（森林林業部）

郡山市麓山一丁目１－１

024－935－1367

県南農林事務所
（森林林業部）

棚倉町大字関口字上志宝50－１

0247－33－2123

会津農林事務所
（森林林業部）

喜多方市松山町鳥見山字天神６－３

0241－24－5734

南会津農林事務所
（森林林業部）

南会津町田島字根小屋甲4277－１

0241－62－5375

相双農林事務所
（森林林業部）

南相馬市原町区錦町一丁目30

0244－26－4305

富岡林業指導所
富岡町小浜553－２

0240－23－6084

いわき農林事務所
（森林林業部）

いわき市平字梅本15

0246－24－6193

●野生きのこ出荷制限位置図

※�最新情報は福島県林業振興課ホーム
ページでご確認ください。

　（http://www.pref.fukushima.lg.jp/
sec/36055c/ringyo-monitoring.html）

：出荷制限市町村

：出荷制限一部解除市町村
　（西会津町［ナメコ、ムキタケ、マイタケ］、三
島町［マイタケ］、会津美里町［ムキタケ］、柳津
町［マイタケ］、只見町［ナメコ、ムキタケ、ク
リタケ、マイタケ、ナラタケ、ブナハリタケ］、
昭和村［ムキタケ、マイタケ］、会津若松市［ム
キタケ、クリタケ］



山火事で受けた
損害

《ご相談・お申し込みは》
◆福島県森林組合連合会
　TEL024-523-0255㈹
　または最寄りの森林組合

《保険の対象となる森林》
　竹林や人手の全く入らない天然林を
除き、面積が0.01ha以上であれば、
樹種、林齢に加入制限はありません。

備えのパートナー  森林保険
こんな災害からあなたの山を守ります。

火災1
暴風による根返
り、幹折れなどの
損害

風害2
豪雨、洪水による
埋没、水没、流失
などの損害

水害3

凍結、寒風などに
よる枯死などの損
害

凍害6
潮風、潮水浸水な
どによる枯死など
の損害

潮害7
火山噴火による焼
損、幹折れ、埋没、
根返りなどの損害

噴火災8

大量の積雪によ
る幹折れ、根返り
などの損害

雪害4
乾燥による枯死な
どの損害

干害5
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人と共に　緑と共に

うねめ
林業機械

人と共に　緑と共に

R

For Professional

For Professional

GZ3950EZ
GZ4350EZ

BCZ275GW-DC ZHM1550RR SR3100

刈幅：1500mm 出力 : 27.5kW 破砕径：200mm 出力 : 18.4kW

排気量 25.4cc

排気量 39.1cc

排気量 43.1cc

ハスクバーナ・ゼノア㈱ 福島県代理店

㈲ うねめ林業機械㈲ うねめ林業機械
TEL(024)952-2657 ・ FAX(024)951-7775 〒963-0211 郡山市片平町字薪蟻塚 108-1

For Professional

BCZ275GW-DC

郡山市片平町字新蟻塚
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行

（
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発
行
）


